
農業用資材、堆肥材料、家畜飼料等に活用され、
資源循環に寄与

堤防除草で発生した刈草を、集積・ロール化した後、
無償で配布。焼却処分等の有償処分と比較して約4
割のコスト削減

コミュニケーション コスト削減

01
工夫

堤防除草のコスト削減

●

●配布のPRを通じて地域のコミュニケーションの場
を創出

● 配布のPRのために
地域イベント等へ
参加し、地域との
コミュニケーショ
ンを深めています。

約４割削減

平成２２年から平均約６，０００個／年を配布●

無償配布

有償処分
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１秒間に２８００個のデータで異常を早期発見し 長寿命化を目指す

ICTを活用した先進的なモニタリングシステム
を用いて１００年以上の供用に取り組む

●

● 個別の電源が不要で、粉じんや落雷に強く、耐久性
に優れた光ファイバーセンサーを約５０個採用し、
毎秒約2,800のデータを計測

計測データのモニタリングにより、桁内点検の
効率化や点検コストの低減を図る

●

モニタリング
■東京ゲートブリッジにおけるモニタリングシステムの考え方

①常時の橋梁健全度の把握
桁温度に対する適切な挙動の確認をして、
橋梁全体の健全度を確認

②異常時の橋梁健全度の把握
地震後の交通開放を早期に判断するため、
地震前後の橋梁変位を把握

③予防保全管理に向けての情報の取得
鋼床版への負荷を感知すべく通過車両台数
等を計測し、予防保全管理に活用

橋梁の年間の動き

光ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾝｻｰ

支承の変位や加速度を監視
画面に表示

セ ン サ ー

変位計



03
工夫

外装・開口部の断熱化により躯体を長寿命化

30年以上経過した既存の公営住宅を改修して長期
にわたって有効活用

●

●

外観デザインを一新し、間取りも変更●

after
雁木の設置などにより冬期間の除排雪の負担を軽減
し、緊急時の避難経路を確保

●

before 改修内容

寒冷地における簡易耐火平家建て公営団地の長寿命化

雁木の設置

屋根断熱材設置

樹脂サッシに交換

外壁外断熱改修、外装仕上げ
改修（ガルバリウム鋼板）

基礎断熱工法の採用



市道大保木５号線 柳瀬橋（西条市） いの町職員の点検状況市町村職員の研修状況（西条市）

単純な構造の橋梁については、職員自ら点検を実施

整備局が主催する研修等に市町村職員が積極的に参
加してスキルを習得

●

●

技術職員を維持・育成し、道路管理者としての責務
を果たす

●

04
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市町村職員のみで橋梁の７～９割を点検（愛媛県西条市・高知県いの町）

メンテナンスの体制

実施主体ロゴスペース

いの町
技術職員26名 (全職員 207名)
橋梁数 2m以上288橋

15m以上93橋
・【JCI四国支部四国のコンクリート構造物インフラ
ドックの実現に向けた調査研究委員会】との連携

・88%の橋梁点検を職員で実施予定。

点検方法（西条市・いの町）

西条市
技術職員87名 (全職員 974名)
橋梁数 2m以上906橋

15m以上154橋
・愛媛大学の社会基盤ﾒﾝﾃﾅﾝｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ養成講座等も活用
（現在2名の職員がMEとして活躍）。
・73%の橋梁点検を職員で実施予定。

西条市

通常点検

定期点検

職員による点検
（単純な構造の橋梁）

専門業者による点検
（多径間の構造の橋梁）

道路パトロール
・橋梁の保全を図るために日常的な点検として実施

・車内から及び徒歩による目視点検

異常時点検
地震、台風、豪雪などにより災害が発生した場合も
しくはその恐れがある場合と、異常が発見されたと
きに、主に橋梁の安全性を確認するために行う点検

●

●
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寺山ダム ESCO事業（民間を活用した発電・売電事業）

ＥＳＣＯ事業により民間が施設を設置し、売電
維持管理コストも削減

ダム放流水の落差を利用し、小水力発電を導入●

●

寺山ダムの事例
ダムＥＳＣＯ

事業概要 ・ＥＳＣＯ事業により民間企業を公募
・民間が①～③を実施、売電

サービス期間 18年間［最長20年間］

実施内容 ①水力発電設備の設置
②施設照明をＬＥＤ照明設備に更新
③既設空調を高効率タイプに更新

約170世帯分の電力供給(売電)

管理者のメリット：予算をかけず、民間資金によ
り設備整備ダムの管理費削減

●

●民間のメリット：再生可能エネルギー発電事業へ
の参入が容易 栃木県



維持管理の効率化・高度化等を図るため、
ロボット産業、建設産業、学識者、行政
等約１００者が参加し、コンソーシアム
組織を設立

●

点検ロボット技術の現場実証等に参加し、
ニーズ、シーズのレベルを確認

●

（取組内容）１ ロボットの現場検証
２ 情報交換、共同学習 など

インフラ維持管理の効率化・高度化、
災害時の被災状況の把握や応急対策の
迅速化。

中部圏ｲﾝﾌﾗ用ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝｿｰｼｱﾑ

最新のロボット技術についての情報提供や
情報交換の場を提供

●

愛知県のロボット産業は、製造品
出荷額等、事業所数及び従業員数、
いずれも全国1位

国土交通省

中部地方整備局

06
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樋門・樋管点検ロボットなどを実証実験、ニーズとシーズをマッチング

ロボット技術が建設現場を変える
中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム
ロボット技術が建設現場を変える
中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム ICT技術導入・

普及を推進する
産学官の研究会

世界に誇れる
ロボット産業拠点
の形成を目指す
協議会

あいちロボット産業
クラスター推進協議会

建設ＩＣＴ導入普及研究会

・災害対応、インフラ点検ロボットの開発､導入､普及

会員89者（H28.1.1現在）

役員会（福田代表（名城大学教授） 他13名）

あいちロボット
産業クラスター
推進協議会

建設ICT導入
普及研究会

技術開発

建設生産
・CIM等設計段階における革新化技術導入、普及
・IoT、M2Mを活用したインフラ整備技術検討

WG2

ワーキンググループ活動

WG1
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波浪のメカニズムを解明し、土砂をコントロール

河口部の土砂堆積による洪水の流下阻害や樋門等
の閉塞の懸念を解消

袋詰玉石工による仮設水制を設置し、冬期波浪に
よる河口部の土砂堆積を抑制
出水期には仮設水制を撤去し、治水機能を確保

●

●

毎年実施してきた堆積土砂の維持掘削の頻度が
減り、維持管理コストを削減

●

before after採用前 採用後

仮設水制

冬期波浪により土砂が堆積し、
樋門が閉塞する等の問題が発生

波浪のメカニズムに即した仮設水制
設置により土砂の堆積が大幅に減少

袋詰玉石工による仮設水制
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地元の人が自ら木を切り出して有効活用

公募により選ばれた個人や企業が河川区域内の樹
木を伐採し、洪水の流下能力の維持に寄与

地元では燃料、農業資材等の木材ニーズが存在●

●

樹木伐採費用等を削減し、木材資源を有効活用●

約５割削減

樹木伐採費用、樹木処分
費用等のコスト削減

コスト削減効果

渡良瀬川

before

after

伐採前 伐採後

従来は河川管理者の予算で伐採・処分

公募により選ばれた個人や企業が樹木伐採作
業を全て行う

河川区域内の樹木は、洪水の流下を阻害しないよ
う河川管理者が計画的に伐採・処分

●
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研修の実習フィールドとして活用し、現場で
「おかしい」を見極める力を養成

河川の現場で数多く発生する変状を、現場と
同じ材料を使って忠実に再現

●

●

実物大の堤防模型を技術者研修に活用

再現する変状

模型内に空洞を配置し、地中レーダや空洞探
査車両による空洞調査も実施

●

土堤に護岸工、樋門函体、
特殊堤及び階段工を配置
し、不具合を再現

樋門函体



学生を対象に老朽化の現場見学会を実施10
活動

中国地方整備局と広島大学は、広島県道路メンテナン
ス会議の活動の一環として、社会資本の老朽化対策へ
の理解を深めてもらうため、学生を対象とした現場見
学会を共同開催

参加した大学生の声●

現場見学会では、学生がハンマーを手にコンクリート
の損傷部の音の違い確認したり、対策工法を学ぶ

●

講義だけでは実感しにくいこ
とを実際に経験を通して学ぶ
ことができ、良かった。

中国地方整備局では、撤去した橋梁の一部を保管して
おき、見学会で教材として有効活用

●

普段は橋梁を見る機会があま
りなく、今回は実際に維持管
理している生の橋梁が見られ
て勉強になりました。

●

●



スマートフォンを活用し市民がインフラの不具合を通報・迅速に対応11
活動

ちばレポを使うことで、街を見る意識が変化

市民がスマートフォン等を通じて、地域の課題に
関する写真や位置情報付の状況をレポートするこ
とで、市民と行政、市民と市民の間で課題を共有
し、合理的、効率的に解決

サービスイメージ●

●

“市民のちから”で、街がよくなる●

copyright(C)2014 ZENRIN CO., LTD.（Z14LD第1048号）

アプリのイメージ
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点検作業への同行、橋梁技術の学習、診断結果を検
証する判定会議への参加などをとおして、自ら現場
で体感し、点検から補修までの基礎知識の習得と、
メンテナンス意識と技術力の向上を図る

若手技術職員１人につき１つの老朽化橋梁を担当●

●

取組体制

老朽化橋梁

点検対象
H26：55橋
H27：47橋

若手職員

係長以下全員
H26：41名
H27：39名

職員毎に橋梁を担当
（居住地、勤務地等を考慮）

橋梁カルテの学習

点検作業への同行

判定会議への参加

九州地方整備局 福岡国道事務所

●

●

●

若手技術職員１人１人が老朽化橋梁を担当 維持管理と技術を習得
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江戸時代、徳川家康によって作られた千住大
橋は、関東大震災後に木製から鉄橋にかわり
昨年12月に鉄橋の完成から88年を迎えた

●

地域の宝 千住大橋の米寿（８８歳）を祝う

イベントの様子

米寿（８８歳）を迎えたことを祝うイベント
を開催し、地元住民も多数参加

●

維持管理の取組の説明に対し、参加者からは
「点検の重要さもよく分かった」という声

適切なメンテナンスの継続

今後も地域ぐるみで維持管理を継続●

国の関係者や地元住民など約300人が
集まり、長寿を祝う式典を開催

●

●

東京国道事務所

補修工事や定期点検が重ねられ、地元住民
も橋の清掃など美化活動に取組んでいる

関東大震災

2015年
88歳

1927年
0歳

床版補修
59歳

吊材補修
82歳

塗装塗替
77歳

1923年

第二次世界大戦

1945年

長寿を祝う会

舟で巡る千住大橋

イベント集合写真

技術力を結集し、橋の長寿命化につとめ、次世代に残していく

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjvsby0g4DLAhXHJJQKHSufC1wQjRwIBw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E4%BD%8F%E5%A4%A7%E6%A9%8B&psig=AFQjCNFhA3w0algUrdJfDsAB50-ox4J_2Q&ust=1455840705046527
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjvsby0g4DLAhXHJJQKHSufC1wQjRwIBw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E4%BD%8F%E5%A4%A7%E6%A9%8B&psig=AFQjCNFhA3w0algUrdJfDsAB50-ox4J_2Q&ust=1455840705046527
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjvsby0g4DLAhXHJJQKHSufC1wQjRwIBw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E4%BD%8F%E5%A4%A7%E6%A9%8B&psig=AFQjCNFhA3w0algUrdJfDsAB50-ox4J_2Q&ust=1455840705046527
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjvsby0g4DLAhXHJJQKHSufC1wQjRwIBw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E4%BD%8F%E5%A4%A7%E6%A9%8B&psig=AFQjCNFhA3w0algUrdJfDsAB50-ox4J_2Q&ust=1455840705046527


河川協力団体制度による川づくり
外来水草の除去などに市民が取り組む

九州の河川協力団体が結束し、H27年2月に「九州
河川協力団体連絡会議」を発足

平成25年「⽔防法及び河川法の⼀部を改正する法
律」により、「河川協⼒団体制度」を創設

●

● 河川協力団体と地域住⺠やボランティア団体が協働
で水辺の調査、研究、保全、広報など様々な活動を
実施することで、河川環境の保全に寄与

●

地域と協働で外来水草の除去対策を進め、
河川環境の保全に寄与
1団体で取り組むより、団体同士の協力や地域
住民の参加も広がり、大きな取組となっている

除去作業前 除去作業後

緑川水系加勢川では外来水草
が繁茂し、河川環境への影響
が懸念されている

※九州では、3６の河川協力団体
を指定(H28.2時点)

before after

●

●

九州河川協力団体連絡会議

外来水草の除去活動等を通じて、生態系を守ることの大切さを伝える活動にも取り組んでいます

14
活動



河川管理者（国土交通省）は、企業・団体名等を記
載した「看板」を各清掃区間に設置し活動を支援

河川を一定区間ごとに分け、各区間で参加者（企
業・団体等）と水辺が「縁組(Adopt)」する

15
工夫

●

●

参加者は、縁組した水辺の清掃・美化活動を定期的
に（年3回以上）行う

●

愛情をもって管理します 私たちの河川

ア ド プ ト

アドプトプログラムまつかわ

ア ド プ ト

アドプトネットワーク那賀川

活動状況 縁組イメージ

※具体的な参加方法は、取組を実施している事務所・
出張所にご確認ください

ア ド プ ト

団体A 団体B …

参加者
（企業・団体等）

協力者
（市・町）

管理（国）

・収集ゴミ回収
・看板設置
・用具支給

・清掃

ア ド プ ト



氷塊による耐衝撃性を加味し、矢板表面を「超高強
度繊維補強コンクリートパネル」で保護

before after

塩害・凍害を防止する加圧コンクリート矢板の補修工法 耐用年数を約15年から約50年に

●

●

改良による効果として、対策実施箇所の更新年数が
約15年から約50年に大幅に増大する見込み

●

16
技術

脱塩処理＋超高強度繊維補強コンクリー
トパネル取付工法で、氷塊の衝撃に対応

設置から15年程度が経過した頃から、
矢板の損傷、鉄筋露出等の劣化が顕在化

新工法の耐用年数 約50年

冬期モニタリングの結果、氷塊が矢板に接触損傷し
劣化の進行を早めていたことが判明

●

網走川河口部の特殊堤において、矢板の劣化が顕在化

塩水の
浸入

の浸入
塩水
空気

鉄
筋
の
腐
食
膨
張

鉄筋膨張により
クラックが発生

塩水の
浸入

凍結・融解作用に
よるクラックの拡大

鉄
筋
の
腐
食
膨
張
の
進
行

凍結・融解作用に
よるクラックの拡大

鉄
筋
露
出
に
伴
う

腐
食
の
急
激
な
進
行

の浸入
塩水
空気

クラックの拡大
に伴う剥離破壊

凍結・融解によるクラックの拡大
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巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護対策

盛土砂州

根石工

植生の繁茂が可能となり、従来工法では困難で
あった河岸・水際の良好な河川環境を創出

before after

材料費ゼロ 河川の中の巨石を活用した急流河川の河岸防護対策

●

巨石が群体として川の流れを変え、洗掘・侵食の
力が強い河岸際の流れを滑らかに河道中央へ寄せ
ることで河岸を防護

●

17
技術

採用前 採用後急流河川における河岸防護対策に、現地で調達可
能な巨石や礫を活用

●

H20.1撮影

植生が繁茂し、
良好な河川環境を創出

H23.10撮影

整備直後 整備後３年(平常時)

断面図（イメージ）

平均年最大流量相当

中詰盛土工
（現地土砂による基礎盛土）

平水位

巨石による覆土

（法留め基礎部となる根石）
根石工

盛土砂州

巨石付き盛土砂州を
用いた河岸防護対策

川の流れ

砂州

護岸

水のあたりが強く
対岸の河岸が侵食

護岸沿いに流路が固定化
→河岸の侵食が進行
砂州の消失

川の流れ

砂州

護岸

流路を河岸から
離すことができる

常願寺川

材料費がゼロで、部分的に欠損した場合でも補修が
容易に

●

巨石付き盛土砂州断面図（イメージ）

水位



ダム放流エネルギーを利用して圧縮空気を製造し、
ダム湖内のエアレーション（曝気設備）に活用

未利用の小放流量、低落差の小水力エネルギーを
有効活用

圧縮空気を使ったダム管理システム（ダム用空気エネルギーシステム）

●

●

ダム湖内の水の循環をつくり、水質改善、管理コ
ストの縮減を実現

●

18
技術

without with採用前 採用後

通常の曝気装置では、電気
を使用するため、コストが
かかる。

圧縮空気を利用することで、年間コスト
（電気代）を約400万円削減。

ダム湖のエアレーション（曝気）状況

圧縮空気製造機（コンプレッサー）

電気を使用したエアレーション
装置（他ダムの事例）

エアレーションによりダム湖内の
酸素不足を防ぎ水質悪化を防ぐ

エアレーション

コンプレッサー

内閣府 沖縄総合事務局
北部ダム統合管理事務所



内蔵電源化によりケーブルの軽量化を実現し、１日
の調査範囲が約１．６倍に

異常個所を自動的に検出する画像認識技術を利用
し、異常診断を省力化

自ら判断して異常検出

●

●

従来の技術と比較して調査コストを約４割削減●

19
技術

採用前 採用後

ひび割れや浸入水があっても
ノンストップで観測可能。
短時間で広範囲を効率的にス
クリーニングできる。

ひび割れや浸入水があると一
時停止し観測を行う。

機材は調査ロボット、ドラム、操作パソコン
のみ小型車で現場調査が行えます

操作者

ゲームコン
トローラで
簡単操作

調査イメージ図

without with



Ω（オメガ）状に折りたたんだまま既設管内に搬
入し、蒸気で加熱することにより円形に復元。圧
縮空気により既設管に密着させる。

●

●

●

20
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●

[SPR工法]

[オメガライナー工法]

管路更生工法 「オメガライナー工法」「ＳＰＲ工法」

管路施設の耐震化が可能

非開削施工でコストを削減、環境への影響も低減

蒸気加熱のみで円形にスピード復元。安全性、確
実性の高い管きょ更生が実現。

あらゆる断面形状を下水を流しながら施工が可能

既設管の内側に塩化ビニル製プロファイルを
螺旋状に製管し、裏込め材を注入。既設管と
一体化した複合管を築造

オメガライナー工法 円形150～450mm SPR工法 円形250～5000mm 非円形900～6000ｍｍ

SPR工法ｵﾒｶﾞﾗｲﾅｰ工法

日本SPR工法協会

元押し製管方式


